
3３２億８０４５万円

市税の内訳は
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固定資産税
4９億556８万円

（47.4％）

市民税
43億８０２０万円

（41.９％）

　　都市計画税　　　４億1３９５万円（4.０％）
　　軽自動車税　　　2億6７２４万円（2.5％）

　　市たばこ税　　　４億４０３８万円（4.2％）

入湯税　１０万円（0.0％）
鉱産税　1６万円（0.0％）

※（　）内の数値は
構成比です。

市税 
10４億５７７１万円

（３１.４％）

国庫・県支出金
6４億５５２万円

（1９.３％）

地方交付税
６4億５９７９万円

（1９.4％）

交付金
2４億7３２４万円

（7.4％）

地方債
１９億３０３２万円

（５.８％）

自主財源
（48.1%）

繰越金など　2１億８0万円（6.３％）

諸収入
２９億３７３万円

（８.７％）

使用料・手数料　4億6７３３万円（1.４％）
分担金・負担金　8２０１万円（0.3％）

依存財源
（51.9%）

■自主財源　市が自ら徴収または収納できる財源
　〇市税　市民や企業などが納めた税金
　〇諸収入　貸付金の元金収入など
　〇繰越金など　前年度の繰越金や、基金を切り崩した
　　　　　　　　繰入金、寄付金など
　〇使用料・手数料　保育料や市の施設の使用料、証明
　　　　　　　　　　書発行手数料など
　〇分担金・負担金　特定のサービスを受けた人からの
　　　　　　　　　　負担金など
■依存財源　国・県などから交付または借り入れた財源
　〇地方交付税　市が全国標準的な行政サービスを提供
　　　　　　　　するため、国が地方に代わり徴収する、
　　　　　　　　財政状況に応じて交付される地方税
　〇国庫・県支出金　特定の目的のために国や県から交
　　　　　　　　　　付されたお金
　〇地方債　市が大規模な事業を行うために、国や銀行
　　　　　　から借り入れたお金
　〇交付金　国から一定の割合で配分、譲与されたお金

用語解説

塩尻市のお財布事情

歳入全体は減

地方債の借り入れや国庫・県支出金が４年度より少な
く、歳入全体では４.５%、約１５.８億円の減。

市が自分で集める自主財源は増

市税が増加し、歳入全体に占める自主財源の割合は昨
年度の４６.２％から４８.１％、前年度比１.９％の増。

国や県からの依存財源は減

国庫・県支出金や地方債が減少したため、依存財源は
全体で１.９％の減。

令和４年度に比べて
歳入はどうなっている？

令和５年度普通会計の決算状況をお知らせします。 問 財政課財政係　☎０２６３�０２８０　内線１３６１

歳入歳入
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3２７億９０８万円

人件費
57億８０５３万円

（1７.７％）

扶助費
６０億４４７０万円

（1８.５％）

公債費
３１億１４０２万円

（９.５％）

物件費
4４億９７２３万円

（13.８％）

補助費等
4０億３９２９万円

（1２.３％）

繰出金
2２億９１２万円

（6.８％）

普通建設事業費
３４億７２６８万円

（1０.6％）

義務的
経費

（45.7%）消費的
経費

（43.2%）

投資的
経費

（11.1%）

維持補修費　３億１１万円（0.９％）
積立金　８億８６６８万円（２.７％）

災害復旧費　１億5７１０万円（0.５％）

３２億４２０１万円
（９.９％）

教育・文化の振興
3５億５７５１万円 

（10.９％）

３０億8１７９万円
（9.4％）

３１億１４０２万円
（９.5％）

健康・衛生の推進

消防・防災対策 
９億１５９３万円（2.８％）

その他 
４億９８８８万円（1.５％）

市の運営
40億６５０４万円

（1２.４％）

福祉の充実
1１４億３２０７万円

（3５.０％）

投資・出資金・貸付金
2２億７６２万円（６.７％）

目的別にすると

歳出全体は減

消費的経費と投資的経費が減少したため、歳出全体で
４.２%、約１４.５億円の減。

法令などで支払いが定められている
義務的経費は増

扶助費と公債費を合わせて約4.４億円増加したため、
義務的経費は全体で３.２%の増。

目的別だと福祉が充実
低所得世帯への給付事業などの実施により、３.７%、
約７.５億円の増。

令和４年度に比べて
歳出はどうなっている？

市の借金返済

1６億３５４７万円（5.０％）
農林水産業の振興 11億６６３６万円（3.６％）

道路・公園などの整備

■義務的経費　支出が義務付けられている経費
　〇扶助費　生活保護費、各種医療費の助成など
　〇人件費　市職員の給与や市議会議員、各種委員報酬
　　　　　　など
　〇公債費　借り入れた地方債（借金）の返済金
■消費的経費　市が行うサービスのうち、形を残さない
　　　　　　　性質の経費
　〇物件費　光熱費、消耗品費、委託料や使用料など
　〇補助費等　特定の事業や団体への補助金や交付金
　〇投資・出資金・貸付金　融資資金などの貸付金
　〇繰出金　国保会計など他会計へ繰り出したお金
　〇積立金　特定の目的のために基金へ積み立てたお金
　〇維持補修費　道路や施設などの維持補修費
■投資的経費　道路や学校、公園の建設などを整備
　　　　　　　するための経費
　〇普通建設事業費　道路や学校、公園など公共施設の
　　　　　　　　　　建設費など
　〇災害復旧費　災害時の公共施設の補修費など

用語解説

商工・観光の振興

歳出歳出

塩尻市のお財布事情

○令和５年度は第五次塩尻市総合計画の最終年度であり、目指す都市像の実現に向けた諸事
　業の総仕上げの年だった。
○コロナ禍が明け、イベントなどさまざまな事業をコロナ禍前の水準に戻した。
○物価高騰対策を積極的に実施した。
○第五次塩尻市総合計画に基づくハード事業の実施が一区切りしたことにより縮小となり、
　歳出が約14億５千万円減少し、歳出総額３２７億９０８万円となった。

令和５年度決算のPoint
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DXDXの推進 ※DX…デジタル・トランスフォーメーション

窓口のDX
○書かない窓口（６２２１万円）
○キャッシュレス決済（８４４万円）
　市民課での住民票の申請手続きなど、職員が必要事項
を来庁者と一緒に確認しながら、申請書などを作成する
書かない窓口システム。慣れない書類作成の負担軽減に
より、手続きの所要時間が減りました。また、塩尻総合
文化センターや平出博物館、広丘支所、吉田支所、保育
園など９カ所に窓口キャッシュレス決済を導入しました。

教育のDX
　 6784万円
　児童や生徒が安心して１人１台の端末を使うことがで
きる環境を整えるため、フィルタリングソフトを導入し
ました。また、教員がICT機器を活用した授業を負担なく
行えるようGIGAスクール運営支援センター業務を委託し、
設定や不具合対応などをサポートしました。ICT支援員な
どを学校に派遣し、操作研修や授業準備の伴走支援をす
ることで、端末の活用が大幅に広がりました。

地域DXセンター「core塩尻」
　　 ６３６９万円
　５年６月にcore塩尻をオープン。企業と連携した地域
課題解決に向けた共創プロジェクトの推進や、住民がデ
ジタル技術に触れる機会の創出などを行いました。地域
の事業者と職員とのワークショップでは、イベント開催
時の公共交通の活用など新たな気付きや参加者間での新
たな関係性が生まれました。また、イベント運営への市
内高校生の参画や、eスポーツを活用したシニア向け教室
などで多世代交流や新たな価値の創出につながりました。

５年度の主な事業
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インフラの整備

道路の穴を発見したら
道路損傷通報システム
「My City Report」 

iPhone版 Android版

日の出保育園の増築棟建設
　　３億８３９０万円
　病後児保育施設の開設と日の出保育園の０・１歳児保
育室とデイ保育室を１階へ移設するための増築工事。病
気の回復期の子どもを安心して預けられるようになり、
０・１歳児保育室の利便性が向上したことや、駐車場が
増えたことにより、子どもの送迎時の保護者負担の軽減
が図られました。

塩尻児童館の拡張改修
　　 ７８６６万円
　塩尻児童館の利用児童の増加により、日の出保育園増
築工事と併せて、保育園２階部分を塩尻児童館として使
用するための拡張改修工事。延べ床面積が４１０㎡から７０８
㎡に増加、照明器具のLED化、遊戯室へのエアコン設置、
仕切り壁の一部ガラス化など、明るく開放感のある環境
にしました。

幹線道路の整備
　　 １億３７７０万円
　市道南熊井郷原線と市道郷原大門線の交差点の渋滞を
解消するために整備していた「総合体育館北交差点」の
改良工事が完了。塩尻駅方面への右折レーンを設け、利
便性が向上するとともに、児童や生徒の通学に際しての
安全性の確保が図られました。また、「塩尻町交差点」の
改良を進め、安全に通行できるようにしています。

総合体育館北交差点。右折できるよう改良した
ことで、地域の安全と渋滞緩和が図られました。

塩尻町交差点。交差点の改良により、見通しが
良くなったことで安全な通行に寄与。

塩尻市のお財布事情
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